


























































































































































































































































































 児童数 地域内 特任 
2002年 28 28 ／ 
2003年 34 21 13 
2004年 43 21 22 
2005年 45 22 23 
2006年 41 18 23 
2007年 46 15 31 
2008年 46 16 30 
2009年 49 16 33 
2010年 48 20 28 
2011年 44 17 27 
2012年 47 14 33 
2013年 49 16 33 





 児童数 地域内 特任 
1年 9 0 9 
2年 11 4 7 
3年 7 0 7 
4年 10 2 8 
5年 8 3 5 
6年 7 2 5 
































































































































































































































































 地域 特認 児童数 
１年 1 2 3 
2年 3 4 7 
3年 0 5 5 
4年 0 4 4 
5年 7 6 13 
6年 6 0 6 
計 17 21 38 



















































































































































































 男子 女子 計 
1年 4 1 5 
2年 4 4 8 
3年 2 1 3 
4年 0 1 1 
5年 1(1) 0 1(1) 
6年 4(1) 2(1) 6(2) 
合計 15(2) 9(1) 24(3) 
  
Ｐ市教育委員会は、就学の条件の（３）として、
「保護者の責任と負担において、児童生徒が原則と
して公共交通機関を利用し、自力でおおむね1時間
以内で通学できること」を掲げている。 
同校が着実に在籍数を増やしている要因として4
つのことが考えられる。第一に、「学び」「いのち」
「地域」を三つの柱に構成された「Ｑプラン」と称
される同校の教育課程である（とても丁寧に考案さ
れている）。少人数指導によるきめ細やかな指導、豊
かな自然環境を生かした体験学習を重視している。
学習園では多種の野菜を栽培し、地域の田で田植え、
稲刈りを行いできたコメを週3回の給食に利用して
いる。 
第二に、同校は、狭い谷間に開けた僅かの土地を
利用して立てられ、自然豊かな環境であることであ
る。 
第三に、同所は、Ｐ市の新興住宅街・団地から距
離にしてすぐ近く（電車で1駅）であることである。 
第四に、山深い環境であるが、私鉄の路線があり、
Ｑ駅から学校までは徒歩5分というように交通の便
が良いことである。 
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第五に、多くの人口を抱える大都市が背後にある
ことである。それは、大規模な学校の中でうまく適
応できない子どものや独自の教育要求を持つ保護者
の存在を意味する。 
Ｑ小学校の子どもたちは、登校時は7時41分（下
り）または7時40分（上り）Ｑ駅着の電車で集団登
校し、教員が駅まで迎えに行って、学校までの安全
登校を期している。下校時は、16時10分（水曜日
は15時10分）Ｑ駅発の電車に乗車する。このよう
に交通の便には恵まれている同校であるが、この私
鉄はＰ市の市街地から標高300メートルをこえる山
間部を走るため料金が高いことで地元では有名であ
る（全国登山鉄道会加盟会社）。通学定期代の負担問
題が出てくるだろう。 
なお、2006（平成18）年ころ、「Ｑ小学校の将来
を考える会」が発足し、Ｑ小の存続を願って活動を
続けてきたが、2014年度にＱ小学校特認校支援会
「まりの会」が発足し、月1回程度のペースで活動
を続けている。 

5.8. Ｒ市立Ｓ小学校 
★在籍児童数…2010年度：95→11年度：93 
→12年度：91→13年度：94→14年度：94 
Ｒ市立Ｓ小学校は、1875（明治8）年に寺院のあ
とに小学が設置されたことに発祥し、1885（明治18）
年にＵ小学校となった。その後、1941（昭和16）年
度からの国民学校時代を経て、1947（昭和22）年度
に村立西小学校となり、1954年（昭和29）度からＲ
市立Ｓ小学校と校名を改めた。 
同小学校については、『小さい学校の大きな挑戦』
14）でも詳細にその取組が紹介され、4月の「孝子桜
まつり」15）には筆者も参加しているので、かなり承
知していたつもりであったが、今回、Ｒ市立のもう
一つの小規模特認校と合わせて訪問して、二つの特
認校が見事にその特色を創り上げていることがわか
った。また、両校が市街地を真ん中に挟んで広大な
市域の北東部と北西部（Ｓ小学校）に離れて立地し
ている点も好条件である。 
もう一つの小学校が立地する地域は、一面の水田
地帯である。山はかなり遠く、平面的な景色が広が
っている。一方、Ｓ小学校が立地する環境は、Ｕ山
が背後に聳え起伏に富む景観が広がっている。どち
らも、地域の人たちが立ち上げた学校には違いはな
いが、その後の学校と地域の関係性構築は相当に異
なっていたのであろう。 
Ｓ小学校の特徴は、何と言っても、地域住民によ
る学校づくり（これはおそらく他に類を見ないであ
ろう）であり16）、学校周辺の豊かな自然環境と歴史・
文化財を活用した教育課程、それに、地域在住の文
化人が指導する芸術活動（書、陶芸、彫塑、筝、ダ
ンスなど）である。また、給食農園など地元の食材
での給食にも力を入れている。現在の児童数は93
名、そのうち61名が特認利用の児童である。両校と
も各学年20名、総数120名の枠であるが、もう一つ
の学校が新入学者のみ受け入れるのに対して、Ｓ小
学校は転入学者も受け入れる。同校は、何事にもゆ
ったりしたやさしい学校であり、校庭には芭蕉と曾
良の句碑、樹齢400年を数える孝子桜、学校周辺に
はカタクリの群生地、Ｕ山のハイキングコース等々、
よくぞこれだけそろっているなと思う。学校周辺は
Ｕ山も含めて絶好のハイキングコース、散策路であ
る。さらに、NPO法人「自然大好きｅ－街づくり」
が先頭に立ち、農地を宅地として整備し（29区画。
1区画430～550㎡）、販売している。また、このNPO
法人は「わくわくどきどき菜園づくり」事業も行っ
ている。 
同校が公表している「小規模特認校としての5つ
の約束」は、次の事柄である。１会話科、２文化人
の先生方の授業、３地域連携、４安全でおいしい給
食、５放課後活動（Ｕ桜スクール）。このうち、「３」
と「５」について述べておこう。「３」については、
2014年度で第12回目を迎えた孝子桜まつり、Ｕ山
清掃登山、地域合同運動会、県立盲学校との交流、
などである。「５」については、地域住民が設立した
事業であり、学校の南側に独立した施設を持ち、授
業がある日の放課後から午後7時まで、長期休業中
や土曜日には午前8時から午後7時まで、長時間に
わたって開かれている。パソコン、英会話、筝、読
み聞かせ、予習・復習、スポーツ活動、などをおこ
なっている。また、土曜日には、サタデースクール
という名称の事業をおこなっており、音楽、調理、
工作、科学実験、自然や郷土の探検、などをおこな
っている。サタデースクールには、Ｕ桜スクールの
会員以外も参加できるということである。 
Ｓ小学校は、まさに地域住民が支える歴史・自然
環境を生かした学校であり、もう一つの学校はたい
へん活発な学習活動と学校発の文化創造活動により
地域が学校の存在を再認識したという点が印象深い。
両校とも小規模特認校制度における全国的先進校で
あると思われる。 
公共交通機関が皆無の学校でも（ただし、両校は
いずれも平地にある）、条件が整えば小規模特認校制
度が成功する可能性を示している。 

5.9. Ｖ市立Ｗ小学校 
★在籍児童数…2010年度：23→11年度：23 
→12年度：25→13年度：20→14年度：26 
Ｖ市立Ｗ小学校は、1876（明治9）年に寺の一部
を借り受けてＷ小学校が開設されたことに始まる。
1907（明治40）年には尋常小学校が6年制（義務教
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育期間6年間）となったので、1908（明治41）年度
には、Ｗ校は4年生まで、5年生以上はＸ島小学校
に通学することになった。1931（昭和6）年には、
もう一つの地区の児童は全員Ｘ島小学校に通学する
ことになり、Ｗ小学校はＷ地域の児童のみとなった。
1935（昭和10）年度からは、6年生までが在籍する
名実ともにＷ尋常小学校となった。1941（昭和16）
年度以来のＷ国民学校時代を経て、1947（昭和22）
年度からはＸ町立Ｗ小学校となった。そして、合併
によって、1971（昭和46）年度からＶ市立Ｗ小学校
となった。 
2014年度在籍児童は26名であり、「海っ子」（特
認児童）14名、「島っ子」（校区児童）12名（うち1
名は住民票を置いたまま海外に居住）である。学年
別では、1年生6名（うち「海」2）、2年生3名（3）、
3年生4名（2）、4年生7名（4）、5年生4名（1）、
6年生2名（2）である。今年度の学級編成は、1・2
年複式9名、3・4年複式11名、5・6年複式6名、
の3学級である。湾の先端に立地する学校であるが、
漁業に従事する家庭は皆無であり、イチゴ栽培や米
作りを中心とした集落である。「海っ子」の児童は、
ＪＲの駅から私鉄バスで通学している（バスは約3
分）。 
同校の第一の特色は、複式3学級を基本にしてお
り、小規模特認校制度の導入は、単級を目指してい
るのではないということである。教室も通常よりも
狭い。何より、普通教室は三つしかない。これは、
小規模特認校制度導入以前からである。小規模特認
校制度導入の契機が、複式学級編制を避けたいとい
うことが多い中で、同校の方針はとても興味深い。 
第二に、複式授業については長年の蓄積があり、
2014年度に着任した校長も「見事」と感じるような
教育課程、教育活動が組み立てられているという。 
第三に、幼稚園・保育所は地域には存在しないが、
そのために地域の子どもが他校区に流出するという
ことはなさそうである。 
第四に、「海っ子」は卒業後は居住地区の中学校に
進学することになっている。「島っ子」は、Ｘ中学校
に進学する。 
同校の課題としては、豊かな自然環境の中で、少
人数の教育により、一人ひとりを丁寧に育てていく
という学校・教職員の願いと同校への入学を希望す
る保護者の理由とが食い違うことが存在するという
ことであった。また、遠方から通学している17）ため
に、通常の小学校のような家庭訪問等、居住地域に
教員が出かけることが困難であることを挙げられて
いた。校長は、新しいことを追い求めていくよりも
長年かかって形成されてきた同校の教育の良さを継
承していきたいと語っていた。

5.10. Ｙ市立Ｚ小学校 
★在籍児童数…2010年度：104→11年度：101 
→12年度：97→13年度：76→14年度：72 
Ｚ小学校は、Ｙ市の南部の丘陵地帯の近辺、学校
の裏を清流が流れる地に立地する。1897（明治30）
年から1898（明治31年）年にかけて、その後、開
拓の中心となる人たちが入植した。そして、1911（明
治44）年度に尋常小学校附属特別教授所が開校した、
1916（大正5）年度には特別教授所を廃止し、公有
地教育所となり、翌年、1917（大正6）年には、公
有尋常小学校となった。1941（昭和16）年度からは
公有地国民学校となり（1944年度からはＺ国民学
校）、戦後、1947（昭和22）年7月に町立Ｚ小学校
となった。 
同校の教育目標は、「自然を愛しともに高め合いた
くましく生きる児童・生徒の育成」である。 
2014年度在籍数は71名（1年14、2年5、3年13、
4年15、5年13、6年11）で校区児童はわずかに3
名である。1学年の定員は18名（特認校制度を始め
た当初は17名）である。通学手段は、地下鉄とバス
の乗り継ぎが中心である。 
同校の特色の第一は、豊かな自然環境を活用した
活動である。 
第二に、学校農園を中心とした飼育活動・生産活
動である。野菜の栽培、シイタケ栽培、野鳥へのえ
さやりなどの活動を通して、勤労の大切さと生産の
喜びを体得させている。 
第三に、全校合奏活動である。毎朝、8時半から9
時まで、全校児童が吹奏楽の練習・演奏に取り組ん
でいる。スクールバンド演奏会や小規模交流会にも
全員が参加しており、同校の教育活動の大きな特色
となっている。 
 同校の開校100周年記念誌『これまでもこれから
も』（2010年11月）によると、同校の特色ある活動
として、「○○○○タイム」「アカゲラタイム」「ハー
モニータイム」の三つの「タイム」が挙げられてい
る。それらは、次のような内容である。 
○○○○タイム：「「体力つくり」をメインとした
活動で、全校一斉に、年間を通して、様々な活
動に取り組んでいます。校内だけではなく、近
所の裏山や学校裏を流れる川など自然の中で、
広く豊かな経験を与える時間です。心も体もた
くましくなってくれることを」願って、工夫し
た取り組みを行っています。」（26頁）具体的な
活動としては、新体力テスト、クロスカントリ
ー、川遊び、歩くスキー、クロスカントリース
キー、樹間スキーツアー、が紹介されている。 
 アカゲラタイム：「実際に動植物を育てることによ
り、命の大切や働くこと、生産することの喜び
を味わわせるのを目的として取り組んでいます。
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また、グループで担当するものを決め、仕事を
する楽しさや協力の楽しさ、責任感を養わせる
こともねらいの一つです。」（28頁）具体的な活
動としては、「教材園では」、「温室では」、「勤労
にかかわる活動」、「水田で耕作」、「シイタケ栽
培」が紹介されている。 
 ハーモニータイム：「音楽を通して、豊かな情操を
養う活動で、大きくは「器楽」と「合唱」に分
かれます。「器楽」では管楽器による演奏練習を
し、様々な機会において発表しています。「合唱」
では、「歌うことが好き」という子どもを目指し
て、歌声づくりに取り組んでいます。どちらも、
みんなで協力して創りあげていくことを大切に
しています。」（30頁）具体的な活動としては、
パート練習、セクション練習・全体練習、様々
な行事での演奏、スクールバンド演奏会、アン
サンブル発表会が紹介されている。 

6.おわりに 
 小規模特認校制度を導入する直接の契機は、複式
学級の解消（そうでない場合もあるが）や統廃合を
回避して地域に小学校や中学校を残すことである。
しかし、直接の契機はそうではあっても、それと重
なりながら、しかし、それだけではない教育的意義
が存在するのではないか、と考えて、本研究を始め
た。 
 今のところ、小規模特認校制度の教育的意義は次
のようなことであると考えている。 
（１）複式学級編制や廃校に陥らずに、地域の学校
を学年単級の形態で維持存続できる。そのこと
により、地域住民の子どもが学ぶ学校が生活空
間に存在し、また、学校が存在することにより
地域住民の結びつき・交流の場が確保される。 
（２）各学年・各学級20人までの真の少人数学級を
実現することにより、一人ひとりの理解を確認
しながら授業を行うことができる。子どもは、
着実に知識や技能を獲得することができる。 
（３）大規模校では適応しにくかった子どもがゆっ
たりした人間関係と自然環境の中で、育つこと
ができる。 
（４）少人数の利点を生かし、かつ、特認校である
ことを活かして、通常の学校ではできない教育
活動の実施が可能である。 
（５）地域の子どもと地域外の子どもという異なる
環境の中で生活している子どもがともに学ぶこ
とにより、多様な価値観に接することができる
（保護者も）。 
 「4.2」で述べたように、この制度を導入したから
と言って、前述の教育的意義を実現するような方向
で必ずしも事態が好転するわけではない。そうであ
るならば、その実現のための要件とは何かを解明す
るのが本研究の最終目的である。しかし、「１．はじ
めに」で述べたように、小論では、そのことについ
ての言及は避け、読者に小規模特認校の実態を紹介
することに限定した。 
 なお、現在に至るまで、和歌山県内には、小規模
特認校制度を導入している学校は存在しない。しか
し、市町村の大規模な合併が実施され、また、学校
統廃合政策が加速する中で、いくつかの訪問調査先
で、「先日、和歌山県の○○小学校の保護者の方がこ
られましたよ」という声を聞いた。そして、実際に
和歌山県内でも制度導入に向けた具体的動きが始ま
っており、筆者も若干のお手伝いを始めていること
を記して小論を閉じることにする。 
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中一貫教育特区」に認定されている。 
12）Ｇ市立幼稚園の中で唯一の3年保育を実施して
いる。そのため特認利用の園児が大多数である。 
13）これに対して、後述するＰ市立Ｑ小学校の場合
は、私鉄路線廃止の恐れがある。 
14）Ｓ小と地域振興を考える会監修・国際総合企画
株式会社編『小さな学校の大きな挑戦―廃校の危
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機から脱出中！―』小学館スクウェア、2006年。 
15）毎年、4月初旬の土・日曜日にＳ小学校の校庭
に咲く孝子桜を中心にして2日間にわたって開催
される（2014年度で第12回）。2日間で約2万人
が参加する。児童や地域住民が学習の成果や日ご
ろの活動を発表する。新入学の児童や卒業した子
どもたちが大勢の市民の前で紹介される。模擬店
も多数出店する。地元農家が育てた野菜の直売も
行われている。いまやＲ市の春を飾る一大イベン
トとなっている。筆者は、2014年4月5・6日に
参加して、大変感銘を受けた。第13回孝子桜まつ
りは、2015年4月4・5日に開催される。「孝子桜
まつり」で検索すると案内チラシを見ることがで
きる。 
16）「放課後活動等」は「Ｕ桜スクール」といい地元
住民が運営している。 
17）Ｖ市の特認校制度では、通学時間1時間以内と
しているが、実際には、さらに長時間かけて通学
する児童もいるようである。 
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